
　
今
回
で
３
回
目
を
迎
え
る
「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
展
」
は
過
去
最
大
規
模
で
開

催
す
る
。
国
内
外
か
ら
関
連
機
器
が
集
ま
り
、
新
産
業
の
創
出
と
振
興
を
図
る
。

ま
た
、
「
植
物
工
場
・
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
ゾ
ー
ン
」
を
新
設
し
、
工
業
と
農
業
を

組
み
合
わ
せ
た
植
物
工
場
を
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
結
び
つ
け
て
紹
介
す
る
。

過
去
最
大
規
模
で
開
催

　
「
次
世
代
自
動
車
産
業
展
２
０
１
２
」
に
は
Ｅ
Ｖ

な
ど
の
環
境
対
応
の
自
動
車
に
関
わ
る
技
術
・
製
品

が
集
ま
る
。
日
本
を
代
表
す
る
自
動
車
産
業
は
技
術

革
新
が
進
み
、
環
境
負
荷
の
低
い
製
品
が
次
々
と
誕

生
し
て
い
る
。
展
示
会
で
は
最
先
端
の
情
報
を
紹
介

す
る
。

広
い
視
点
で
捉
え
た
最
先
端
技
術
が
並
ぶ

新設
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日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が
結

集
す
る
自
動
車
産
業
で
は
Ｅ

Ｖ
の
普
及
が
急
が
れ
る
。
Ｅ

Ｖ
は
運
転
時
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
が
抑
え
ら
れ
、
環
境
に
適

し
た
自
動
車
だ
か
ら
だ
。
そ

れ
と
同
時
に
、
Ｅ
Ｖ
の
蓄
電

池
は
容
量
が
大
き
く
、
日
中

に
Ｐ
Ｖ
で
発
電
し
た
電
力
を

蓄
電
し
、
夜
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
発
電
の
無
駄
を
省

き
、
効
率
的
に
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
燃
費

効
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
車

体
の
軽
量
化
も
進
む
。
そ
れ

に
貢
献
す
る
素
材
、
部
品
も

多
数
出
展
す
る
。

　
ま
た
、
次
世
代
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
や
ク
リ
ー
ン
デ
ィ

ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
、
水
素
エ

ン
ジ
ン
な
ど
の
環
境
対
応
エ

ン
ジ
ン
の
関
連
製
品
も
紹
介

さ
れ
る
。
ほ
か
に
も
、
パ
イ

プ
加
工
機
械
工
業
会
の
ブ
ー

ス
で
の
優
れ
た
技
術
・
製
品

や
、
自
動
車
の
製
造
技
術
や

高
度
道
路
情
報
シ
ス
テ
ム

Ｉ
Ｔ
Ｓ

な
ど
、
展
示
会

場
に
は
自
動
車
を
広
い
視
点

で
捉
え
た
最
先
端
の
技
術
が

並
ぶ
。

　
「
先
進
モ
ビ
リ
テ
ィ
＆
ロ

ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
ゾ
ー
ン
」

は
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
推
進

協
議
会
の
会
員
が
サ
ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
。
今

後
、
実
用
化
の
普
及
が
期
待

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト

が
産
業
・
研
究
分
野
の
枠
を

越
え
て
登
場
す
る
。

　
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
展
２

０
１
２
の
テ
ー
マ
は
「
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
実
現

す
る
未
来
」
。
太
陽
光
や
風

力
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
効
率
的
な

発
電
に
貢
献
す

る
技
術
・
製
品

や
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
蓄
電
し
、

自
動
制
御
し
て

活
用
す
る
技
術

・
製
品
な
ど
も

展
示
さ
れ
る
。

電
力
と
う
ま
く

使
い
分
け
る
こ

と
で
、
よ
り
省

エ
ネ
に
つ
な
が

る
ガ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
紹
介
。

部
品
か
ら
最
終

製
品
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
制
御
技

術
、
実
証
事
業

の
最
新
情
報
、

新
製
品
の
発
表

や
実
機
の
展
示

な
ど
、
幅
広
い

情
報
を
発
信
す

る
。

　
ま
た
、
植
物

工
場
・
ス
マ
ー

ト
ア
グ
リ
ゾ
ー
ン
で
は
ス
マ

ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
連
携
し
た

省
エ
ネ
次
世
代
農
業
を
訴
求

す
る
。

　
安
定
し
た
生
産
を
実
現
す

る
未
来
の
農
業
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
た
植
物
工
場
だ

が
、
電
力
の
使
用
量
削
減
が

重
要
視
さ
れ
る
昨
今
、
電
力

を
使
う
と
危
惧
さ
れ
る
一
面

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
電
力
使

用
量
を
抑
え
た
照
明
な
ど
の

技
術
・
製
品
を
展
示
。
生
産

性
を
向
上
さ
せ
、
よ
り
良
い

植
物
工
場
に
貢
献
す
る
。

　
そ
し
て
、
展
示
会
の
見
ど

こ
ろ
の
一
つ
で
あ
る
「
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
２
」
を
開
催
す

る
。
同
サ
ミ
ッ
ト
は
５
月

、

の
両
日
開
催
さ
れ

る
。
主
催
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
。

　

日

時
半
か
ら
は
「
新

興
国
等
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
制
約
の
克
服
」
と
題
し
、

国
内
外
か
ら
講
師
を
招
き
、

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
。

　

日
は
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
。

時
か
ら
の
午
前
の
部

で
は
「
都
市
／
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
オ

ラ
ン
ダ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

紹
介
す
る
。
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
で
行
う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
聴
講
者
が
囲
む
ス
タ

イ
ル
で
、
各
地
域
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
専
門
家
の
意
見
交
換

が
間
近
で
見
ら
れ
る
。
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ミ
ッ

ト
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ

イ
ブ
中
継
し
、
世
界
に
発
信

す
る
。

　
６
月
１
日
は
「
第
３
回
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
Ｉ
Ｃ
Ｔ
セ

ミ
ナ
ー
―
次
世
代
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

拓
く

環
境
先
進
都
市

か

ひ
らら

未
来
情
報
都
市

へ
」

を
開
催
す
る
。

時
半
か
ら

の
基
調
講
演
で
は
、
経
済
産

業
省
商
務
情
報
政
策
局
情
報

経
済
課
課
長
補
佐
の
松
田
洋

平
氏
が
「
日
本
に
お
け
る
ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
・
ビ
ル
の
実

現
と
関
連
シ
ス
テ
ム
の
更
な

る
展
開
」
を
講
演
す
る
。
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
企
業

の
視
点
か
ら
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
と
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を

紹
介
す
る
。

　
出
展
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
６
月
１
日

時

分

か
ら
北
越
工
業
が
「
省
エ
ネ

す
る
新
世
代
発
電
機

Ｖ
Ｓ

ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ

」
、
同
日

時
か
ら
富
士
通
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
が
「
こ
れ
か
ら
の

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
は
半
導

体
技
術
が
決
め
手
」
を
開
催

す
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
、
セ
ミ
ナ
ー
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
聴
講
無

料
。
事
前
登
録
制
で
、
当
日

席
に
空
き
が
あ
れ
ば
聴
講
可

能
。


